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ITAGAKl shun'ichi, Ql xi含Oping ,
In the northwestern part of china, the people sing improvised lyrics ca11ed
Hua'er at the festival of the song. The P1ヨCe leaving a form of simplest Hua'er is
Minxian in southern Gansu. The song is ca11ed Tヨ0min Hua'er. 1n the festival of Hua'er,
Unknovvn man and woman exchanges a son90fthe love each other. This resernbles an
ancient 「estiV81 Ca11ed "utagakr' in 」ヨPan. we investigated the festivalin Minxian to
Clarify the impromptu creatlon process of the song. This repod compiled the text of
the lyrics vvhich we ob始ined in the investigation.
キーワード:中国民間歌謡即興歌謡挑帳花儿歌垣対歌
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10 君は黄色い菊の花のようだ、
その花を折ってベッドの下に置いておく、
一晩会わなければやりきれないほど君が恋しい。
η裸麦の穂が空に向いている、
あなたはきれいな牡丹の花のようだ、
なかなカソ、ンサムでいい格女子をしている、
いつかあなたを折って手に入れる。
12 君はいっぱい実ったりんごのようだ、
たくさんあ0てほんとうに綺麗に見える、
十里離れた所でもその香りが漂ってくる、
いつか君を摘み取って手に入れよう。
13 西塞と大塞にある神社、
あなたはいっぱい実った白葡萄のようだ、
見る見るうちに人に摘み取られてしまった。
叫蓮花山の山道、
君はいっばい実った葡萄のようだ、
実がたくさんあってほんとうにきれいだ、
通りがかりの人々は皆君に目が行く、
僕はいつかきっと君を摘み取ろう。
二両入りの油壷と一両入りの抽壷、
飲み物をほんとうにありがとう、
君は心が優しい人だ、
〔.)
いただいたジュースは飲むのが階しい。
15 前の山に住むあなたはポプラのようだ、(姉)
'格好よくて元気いっぱいだ、
削ったような山崖に聳えたっている、(姉)
私の手ではとても届かない。
(6)
16 庭の隅にある線木香、
君は桜んぼの木のようだ、
桜んばは小さいけれども味がとてもいい。
17 神社の前にある刺木香、
あなたは一番刈1)の葱のようだ、
色も綺麗だし味もいい。
W 油壷二両入りと四両入りの油壷、
君は鷄肉のよ'うだ、
象牙のお箸でーつ挟もうとする、
食ベずに見るだけでもおいしそうでよだれが出る。
西江橋の王鉄嘴、
(9)
君たち三人は水分いっぱいの西瓜のようだ、
君たちに魅了されて僕の命は取られそうだ。
19 お尻の出ない麻のズボンをはいたあなたはもう大人だ、
あなたの思っていることは私だって.思わないことはない、
誰だって若い時があったさ。
20 麻で縄を一本なう、
君が好きだけども周りに人が多いのでとても口出せない、
僕の言葉が信じられなかったら神さまに聞いてみな、
神さまは花儿を歌う人を騎さないから。
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知.女珎把亥心没当一点点2上、
珎把情恬端了一盡盡儿。
22.男擁刀割了鈿鈿草、
堂黒了一晩夕没睡倒、
我在我仞院里胞、
婆娘向我我咋个、
我逸我姶沙駛厶鉛点草。
枇杷汗花満峅儿紅、
裁塗迩先_前悦下在外失璽惹人、
休也鉛我悦悦三言四声恬、
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21 あ女たは私の本当の気持ちをまともに受け入れてい
ない、
旨い話ばかり盛ったお皿を幾皿も私に持ってくる。
22 鎌で細細草を刈り取る、
僕は一晩中一睡もしなかった、
庭の中を行った1)来たりしてうろついていた、
うちの女房に「どうしたの」と聞かれて、
驥馬に飼料をやっているとごまかした。
枇杷の花が咲いて嶺を赤く染めた、
私たちの関係を隠、しておこうと前は二人で約東した
ではないか、
僕にも一言二言何か喋ってくれよ、
帰る前に君の携帯番号を教えてくれよ。
今は新しい社会で政策がいいから、
君が恋しくて落ちつかない時は電話する、
電話で僕の気持ちを伝える、
鰯"さんに知られてヲ罰関係を崩すのは悪いけれども。
23 鎌で細叶蕎を刈り取った、
携帯なんかないよ、知っているでしょう。
(10)
24 紅,心柳で作られた二股のフォーク、
携帯を持っていないなら手紙をくれ、
配達証明付きの書き留め1こすれば、
朝届かなくても夕方は届くはず、
そうすれば君が僕を思う気持ちが伝わる。
25 昼間は貴方のことを思って何も手に着かない、
夜はあなたが恋しくて長く感じられる、(姉)
夜中でもあなたを思って目が冴えてくる、
私は長い線香を持って庭の中に跳いた、
白い霜が背中いっぱい降りた、(姉)
私は誰のためにこんな苦労をしたのやら。
0"
26 僕は鍬を手にして段々畑でがむしゃらに土掘る、
とうとう君の家の後ろまで掘りつづけた、
月が明るか0たから掘るのをやめた、
君の家に梯子をかけておいた、
また掘っているうちに夜が明けてLまった、
旦那さんに罵られた。
27 小さい籠に韮を入れて提げる、
あなたが来るときは注意しなさい、
うちの人はあなたの筋を引き抜くほど懲らしめる。
0力
28 空の星紅星宿、
今晩は君の家の窓もドアも閉めなーでおきなさい、
僕がいつ行くかはまだ決まっていないから、
旦那さんはきつい人だ、
どうして僕を犬用の穴から入れるのか。
29 河が盈ちたり欠けたりする、
月の明るい日は遊ぴに来ちゃだめよ。
休去了蛤我担手机号留下。
塗金ル新社会的政策好、
盡夏是心急Ξ給休打騒抗、
打个騒犹珎知道、
璽叫体狸娃家老子算帳了。
23.女擁刀割了鈿叶葬、
我没有手机珎知道。
24.男紅心柳的一弦枳、
没有手机了把佶炭、
把信友成双牲号、
早夕不到晩夕到、
休想下我的我会知道。
25.女悲日天想休物事忙、
武夜里想休夜X長、(如
匙黒了想袮没嘘睡、
盡手掌長香院里腕、
白霜落了一脊背、(姐)
我這仏辛苦力推来。
26.男我提了瀕失拾楞干、
生ミニ直擢到休伯房后槍、
月亮亮着没敢拡、
梯子搭着休仞房上了、
Ξ捻四拡天亮了、
休伯娃家老子聞上了。
27.女朶笈笈里提並菜、
休要来了来小心、
匙金1男△把休竝住活抽筋
28,見天上星星虹星宿、
全呪仏伯育子逹打都婁扣,
我辻来的投肘候、
袮伯男人稀不贊、
袮阿玄叫我来跳狗洞。
29.女月亮亮仏月亮黒,
月亮底里婁浪来。
゛
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30.男大麻打了一根蝿、
我竺迩伯娃家老子不通声、
休把珎仂娃家老子向去明、
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休要銀上唱荏』上人
到蒙古去下明、
去了休就婁害伯、
実心出去一胎化、
残佃葬上一个胖娃娃、
要慎漠者塁値心効大。
31.女糠刀割了鈿叶麻、
不是就把我引上蒙古下、
我仂兩个娃逐没長大。
32.男匙把休引上上竺州、
堕企娃栄ιι我イnせ年走、
休做生意我升店、
把休娃家老子永近常不児。
33.女才兆川栩家士儿北山、
我叫尊麻等西年、
墾担兩个娃玄分高班。
34.男妾[心、柳的三張杖、
我也回皿会姶袮悦一娃、
30 麻で縄を一本なう、
僕は旦那さんとは一面識もないよ、
旦那さんに言っておきなさい、
うち
花儿を歌う人と一緒に内モンゴルへ行くと、
僕について行けぱ何も心配することはない、
本当にそういう気があれば二人は一人っ子、
とても元気な子どもを作ろう、
たとえ乞食になっても二人は心をーつにして頑張ろう。
31 鎌で細叶麻を刈り取る、
あなたについて内モンゴルへ行く訳にはいかない、
二人の子どもがまだ幼いからだ。
32 それなら君を蘭"ぱで連れていく、
お子さんが小さくて心配なら来年にしてもいいが、
君が何か小商売をし、僕は店を開く、
旦那さんと絶対に顔を合わせることはない。
33 挑州楊家の土の北山、
二年間待っていてくれないか、
今はとても子どもから籬れることはできない。
34 紅心柳で作られた先が四本のフォーク、
僕も皆の前で君と約束する、
0"
君が同意さえすれば馬鴾か新寺まで連れていく。
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弓鳩飽新寺下。
新寺弓鳩出大米、
去了璽和掌工資的干部比、
珎成了'把珎引着
里E鎧墜多不茶障金葬活珎。
35.女剪子要絞継祥賑、
掌上衣裳新彊拡王眠、
我飽丙个娃給堆依黛促。
36.男倣手巾包冰糖、
我把休引上上新彊、
匙塗Ξ生推的光朋不如人
聖担迩引者新橿棉花柑、
去了害柏蚊子皎着招不住
新寺・馬嶋という所は米が取れるところだ、
そごヘ行ったら僕を給料取りの幹部と比ベないでくれ、
僕はどんなに苦労しても君をそこで養う。
35 剪刀で靴の紙型を切る、
着替えを持0て新彊まで行こうか、
でも私の二人の子は誰に頼って生きていくのか。
36 小さなタオルに氷砂糖を包む、
君を連れて新彊に行こう、
僕はこの二.、Ξ年生活が苦しくて人には及ぱない。
僕は君を連れて新彊ヘ棉摘みに行こう、
ただそこで蚊に刺され君が耐えられないのが心配だ、
蚊に刺されて体中が腫れたら、
君が両親のことを思うことができないほど俸くて仕
方がないだろう。
37 布を持って行こう、
抽も持っていってそこに住み着こうか。
開麻で縄を一本なう、
この二、三年僕の生活は言葉で表わせないほど苦し
かった、
家には窓もなければドアもない、
家に入0たら目につくものといえばオンドルと火鉢
しかない、
薪の酸刺儿は刺があるので燃え立たせるために玖こ
うとしても吹きょうがない。
浮身皎成芝瘻了、
迩眼前看不児仏但阿大阿娼了。
37.女去肘提上布着促、
油就倒着住着明。
開.見大麻打下一条蝿、
我逮二年推的光朋給休悦不成、
我伯一没宜禽子二没宜訂、
遊去是土坑泥火盆、
拾下的酸刺儿孔着吹不成。
心是郎的当着呪、
油就倒下凉着明、
我皿這会ル宛的没赴去、
五月込穿毛樵明、
十里賠月株着趙上室麺萱明。
39.女没吃没喝珎婁愁、
堆家富着没喝油。
40.男撫失捻了楞干了、
、
出打把袮伯都児了、
人家都活成強双了、
吃升伉等粉的白面了、
青裸面条根不児了。
41.女緜刀割下萎着明、
残活得稀不茶障吃、
日子阿仏竝着明、
活径達娃伯要僕僕着明
42.男三升胡麻一搾油、
劣班日子休璽愁、
進家富着投喝油。
盡皿宛人劣是宛慣了、
上戸宛了没干了。
心.女二鈿草帽打軟明、
悦下吃穿卓休眠、(姐)
要了是哈児面哩、
這会ル袮伯抓杢ι上児。
44.男麻把刺ノ上上雀的娃、
困里困恬打整せ、
先把想下我的悦。
45,女我把想人不会想、
児了旧家眼沼淌。
46.男凡副栃柳樹揺明、
建想休扶揺身揺明、
眼淵俊輯洋赴海堤。
輯洋述海輔湘子、
先前悦下為到死、
袮迭会大豆鈷了粁。
大豆結粁結得利、
仏把我比是登当旧的二商地、
科上西茎壁珎再去。
47,女:挑河沿上水滂注、
只要体担主意胡璽打、
些筵仏黒美炭揺成白美友、
我値眼晴仁滞得盆花花。
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この貧しさを楽しむほかはないと思うのだが、
せ0ば 0.)
油も切れたほど生活がほんとうに珂羽詰まってぃる、
僕の家は貧しくて出掛けることさえできない程だ、
、う五月なのにまだ毛糸のズボンをはいてぃる、
真冬にはズボンが薄くてオンドルの上に座って温め
るしかない。
39 食ベ物と飲み物がなくても心配ない、
金持ちの家だって抽をそのまま飲む事はない。
40 鍬で段々畑を掘る、
出掛けてきて皆に会0た、
周りの人は皆生活が豊かになって、
質のいい小麦粉を食ベるようになった、
裸麦と雑穀は日常生活から消えた。
41 鎌で菫を刈った、
私は本当にみっともない生活をしている、
生活は続けられそうにない、
わが子まで乞食生活を強いられている。
42 三升の胡麻で油を搾る、
貧しい生活を心、配することはない、
金持ちの家だって油をご飯にすることはない。
われわれ貧乏人は貧しい.生活に慣れている、
かえって金持ちが落ちぶれたらどうしようもないさ。
43 二細の麦藁帽子がとても柔らかい、
着るものも食ベるものもあなたに任せ、(姉)
欲Lいものは何でも今度会うとき持ってきてくれる
と約東したのに、
この調子では約束を破る気だろう。
"麻把刺儿の上に雀が止まっている、
余計な話は抜きにして、
僕を思う気持ちを言ってみろ。
45 私はそんな言葉が言えないよ、
腐れ縁のあなたに会って熱い涙が目に溢九る'
46 楊柳が風になびいている、
君のことで頭が一杯で体もふらふらする、
涙がぼろぼろこばれっぱなしだ。
海を渡った仙人の韓湘子のようだ、
前は死ぬまで付き合うと誓ったではないか、
モら主め
君は今いっぱい実った蚕豆のようだ、
実がたくさんなっていい収獲だ、
0田
僕のことを当帰を栽培する畑のように扱ってくれ、
二畦ぐらいの畑仕事をしてから去って行ってもいい
ではないか。
訂挑河の岸にある冠水した低地、
あなたさえ移り気な人でなければ、
白髪が生えるまで付き合ってあげる、
目の色が青くなるまで付き合ってあげる。
1
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48.男石失打了老鴉了、
聖這会八把珎想爪了、
多脳想成苦瓜了、
美友想成草把了、
茶障得没人撲孔了。
杓.女我迭就力休像飽弓、
聖担地下踏得没長草、(姻
迭会儿多早干不好。
50.男青石碌殊札場辺、
迩口口悦有我紅燃、
匙這会ル被困丙郎山。
迩口口常悦珎有金丙達恨迷促、
我這会儿的身子込道愚住嶋。
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朝石が烏に当たった、
今は君が恋しくて頭が変になった、
つらくて頭が苦瓜になったかのようだ、
髪の毛もかたまっていて、
皆に馬鹿のように扱われてだれも相手にしてくれない。
杓私はあなたのために走り回っている馬のようだ、
草も生えないほど地面を踏みしだいた、(姉)
いつまで経っても仕事がうまくできない。
50 石の口ーラーで脱穀場の地ならしをする、
君は僕がもてもてだと言い張る、
実は僕はいま丙郎山で苦しい立場に落ち込んでぃる。
君はよく金銀を持っていると言ってぃたではないか、
あよ
このさき僕はどうなるか危なかしいもんだ。
駒剪刀で靴の紙型を切る、
あなたはこぬか雨のようだ、(姉)
0m
いつかあなた乞一緒になる。
52 ポプラで作られた門の縁に穀物の絵柄が彫刻してある、
僕のことをずっと好きになってくれれば、
若いうちに籬婚できなくても、
,年をとったらまた二人の恋を続けよう。
53 加記の木で作った門の縁に穀物の絵柄が彫刻してある、
あなたと別れることはとてもできない、
あなたが言ったように老後にまた恋を続けよう。
54 斧で紅椛を伐る、
今は君のもとから去ることはとてもできない、
君の約束を待っている。
琉璃瓦の上で山椒を千す、
山椒は干さないと実がとれない、
(21)
君が口を聞いてくれなけれぱ僕はどうも話しづらい。
55川の中に朽ちた木が横たわっている、(姉)
絶対あなたと別れはしない。
あなたと別れる日は、
川が枯れて石が朽ちる、(姉)
山の中の子鹿が犬になる、
脱穀広場の大麻が柳になる。
56 手に斧を持って紅椛を伐る、
君が言ったのは嘘だろう、
今僕の心は込み入った木の枝のように乱れている、
君のまごころはいったいどこのどいつのところにあ
るのか。
57 剪刀で靴の紙型を切る、
私のまごころはあなたに見せたでしょう。
58 麻で縄を一本なう、
、
人前では君を可愛がらないふりをしているだけだ、
君が好きでこの場を離れたくないほどだ、
顔を拭くタオルはその証明になる。
51.女剪子絞了紙祥着、
珎達毛毛雨一祥、(姐)
建迅早落着休身上。
52.男白栃条榧谷子i]』上、
只要休把我心上建、
堕年青賓高婚不可能、
只等老了ι墜都走成。
脇.女枇杷肌了谷子訂ル、
堂想要去休万不能、
只等黙価老了走不成。
54.男斧扶剥紅禅着明、
聖這会ι、塗是去不下着明、
單等迩一声活着明。
琉璃瓦上晒花椒、
花椒不晒粁ル不落、
珎不升口我雅説。
55.女河里消的髭木扶、(姐)
把休不舌不舌万不舌。
若要把休舌了手、
'只等河干石扶朽、(姐)
山里鹿羔変成狗、
栃里大麻長成柳。
56.男手阜斧美剰紅梓、
唱花儿行里没実恬、
塗金ι蛾心里七股八楳枳、
仏担実心批着阿一下。
57,女剪子校了紙祥了、
把心牡着珎看了。
58.男大麻打下一根蝿、
把休当面不痔背道痔、
想下休的走不成、
擦胎的手巾是干柾。
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59.女十里五里蜘蛛岡、(姐)
想祢一日没込開、
手柱干根身掌培、(姐)
想得琥叫想得慢、
含U散濁没心咽。
60.男:汽李竝下一李恬、
想称日天満抗昶、
三天水含没打牙、
四天喝了一杯茶。
61.女木匠做下秬着明、
叫休想成病着明、
想休到坑上睡着呪、
吃不成者畷着明、
男人急翌当上害王病着鴨。
62.男旦H迩把我想成憩病了、
宗戚朋友伯都把我看来了,
中国甘粛省眠県花儿会調査報告2m0年
59十里五里蜘蛛の巣、(姉)
あなたのことを思って死にそうだ、
杖をついて壁に尭れる、(姉)
こんな状態になった私はあなたのことを思っていな
いと言えるのか、
スープだって口に含んで飲み込む力もない。
60 君に話したいことは車に載せきれないほどある、
昼間は君のことを思ってオンドルの上を這い回る、
三日間も水を一滴も飲まなかった、
四日目になって初めてお茶を飲んだ。
61 大工がタンスを作ってある、
あなたのことを思って病気にな0てしまった、
あなたのことを思って才ンドルで寝た、
自分では食事さえもできなくなって人に食ベさせて
もらっている、
旦那も病気になるほど私を心配Lている。
62 君のせいで僕は恋煩いになった、
親戚も友達もお見舞に来てくれた、
僕ば何もお見舞するほどの病気ではないと言った、
相Lを歌う相手を手に入れることガできなかっただけだ。
63 今は日が沈もうとしている、
帰らなけれぱならない時が来た。
64 今日帰ってもいいけれども明Eぜひ来てください、
桃の花が咲く三月まで僕を待たせるな、
君は来ると言って結局来ない、
花儿を歌う僕を胴すのさ。
我悦休仞都褒看、
匙是想下我伯花儿的三句半。
63.女這会匹閑婆践下了、
不去不由个家了。
64.男1丞今2上个去了明早来、
靈等Ξ月桃花升、
仏悦是来了不来了、
唱花儿行里咲升了。
※音声からの文字化は戚暁蔀が担当L、日本語訳は張並が担当した。
J
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〔注〕
(1)ここに「鶏戚」とあるのは凡例にあるように対歌開始の前に「近宗戚」といった称呼語を
使って女性が独唱していたからである。
(2)「酸刺」」は植物名。トゲがある(38男歌詞参照)。
(3)この句は、新しい彼女ができただろうが私のことを忘れないで、の意。
(4)ここで飲料を歌っているのは、このとき側の人が男性歌手にペットポトルを差し入れたか
らである。
(5)ポプラの木で男性の姿勢の良さを喩えてぃる。
(6)「線木香」は植物名。松の枝という。
(フ)「刺木香」も植物名。柏の枝という。
(8)この句>地名。
(9)「三ノU と歌っているが、女性歌手は姉妹の二人だけである。
ao)「杖」は、草やわらなどを積み上げる農具。「一弦枳」は先が二本になってぃるもの。
al)「楞干」は、傾斜地の畑をさす。
臼2)二十八星宿のーつ。
(13)「新寺」「馬鳩」は、いずれも地名。
(14)「心是郎的当着明、油就倒下凉着明」という句は前後の流れからすれば「イ尓伯多不接着明、
金果倒下梁着明(お宅は豊かな家で、金銀いっぱい持っている)」の誤1)だろう。(戚暁
蔀)
(15)「藝」は、.植物名。
臼6)「麻把刺jU は、木の名前だという。
a7)中国民間信仰における八仙の一人。
(18)「当帰」は、薬草の名。
(19)「兩郎山」は、帳県の二郎山ではない。ここの歌詞は地方劇の台詞を借用してぃる。
(2のいっか畑仕事の途'中、突然の雨で、雨宿りを強いられる。それであなたと一緒になれる、
という意味。
(21)ここで女性の歌い手に沈黙があったわけではない。男性歌手の創作である。
(22)第二句且は、裏に、二人だけの時は可愛がってやるよ、の意味がある。
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